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各
務
原
市
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
ク

ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
音
楽
や
運

動
、
芸
術
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
の
数
は
、
約
６
８
０
団
体
。
約

１
万
２
０
０
人
の
方
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
仕
事
や
子
育
て
が
一
段
落
し
た
シ
ニ

ア
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
は
若
い
世
代

の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
で
の
活
動
は
、
趣

味
や
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
生
き
が
い
や

目
標
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く

り
な
ど
、
皆
さ
ん
の
人
生
を
豊
か
に
す
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

け
れ
ど
、
新
し
く
何
か
を
始
め
る
の
は

勇
気
が
必
要
。「
興
味
は
あ
る
け
ど
、
ど

う
し
よ
う
か
な
…
」
と
迷
っ
て
い
る
方
に

は
、
３
月
に
行
わ
れ
る
「
お
た
め
し
♪
ク

ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
」
が
オ
ス
ス
メ
で
す
！

　

今
年
は
こ
の
機
会
を
き
っ
か
け
に
、
何

か
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
軽
に「
お
た
め
し
」で
き
る

　
「
お
た
め
し
♪
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
」は
、

気
軽
に
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

３
月
の
１
カ
月
間
、
対
象
と
な
る
団
体

の
活
動
に
参
加
が
可
能
。
ま
ず
は
「
お
た

め
し
」
で
参
加
し
て
み
て
、
自
分
に
合
う

か
ど
う
か
確
認
し
て
か
ら
入
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

多
彩
な
２
２
６
団
体
が
参
加

　

体
験
で
き
る
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
は
、

市
に
登
録
の
あ
る
団
体
の
う
ち
、
会
員
を

募
集
し
て
い
る
２
２
６
団
体
。

　

昨
年
よ
り
団
体
数
が
1.5
倍
に
増
え
、
体

験
で
き
る
内
容
や
場
所
、
曜
日
な
ど
、
よ

り
選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
。

　

対
象
の
団
体
一
覧
は
、
自
治
会
で
回
覧

す
る
ほ
か
、
市
内
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
各
団
体
へ

　

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
参
加
す

る
と
き
は
、
直
接
、
各
団
体
の
代
表
者
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
連
絡
先
は
一
覧
に
記

載
し
て
い
ま
す
）。
な
お
、
参
加
で
き
る

日
時
・
場
所
は
、
基
本
的
に
各
団
体
の
通

常
の
活
動
日
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
は
無
料
で
す
が
、
材
料
費

な
ど
実
費
が
必
要
な
団
体
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
材
料
や
、
事
前
の
準
備
な
ど
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
参
加
す
る

際
は
必
ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

（写真右・中）市内のクラブ・サークルで、
大勢の市民が充実した活動を行っている
（写真左）秋の「クラブ・サークル発表会」
は大切な成果披露の場

クラブ・サークル
おためし

何
か「
新
し
い
こ
と
」を
始
め
る
キ
ッ
カ
ケ
に

春は、何かを始めるのにピッタリな季節。
そこで、３月に市内のクラブ・サークル活動を体験できる

「おためし♪クラブ・サークル」を開催します。
気になる活動や団体を、ちょっと「おためし」する絶好の
チャンス！ 気軽にご参加ください。

詳細　いきいき楽習課☎ 058-383-1210

あなたの

「これだ！」が

きっとある

市内の魅力的なクラブ・サークルをご紹介！
市内には約 680 のクラブ・サークルがあり、日々、精力的に活動してい
ます。ここでは、その中から 2つのサークルをご紹介！
他にも、市内にはさまざまな種類の団体があります。一覧をチェックして、
ぜひ、あなたの「これだ！」を見つけてください。

大盛サークル

50 ～ 70 代の男女 18人で活動する料理サークル。
サークル名は料理の量ではなく、講師の大森久仁
子さんの名前にちなんだものだとか。
毎週火曜日に東ライフデザインセンターで開催し
ており、約 10 年間・400 回以上のサークルの歴

史の中で、まったく同じメニューが一度もないそ
うです。
気心の知れたメンバーでの調理と試食は、話も弾
む楽しいひととき。心もお腹も満腹になれる、ま
さしく「大盛り」な内容のサークルです。

代表　中楯修司さん

覚えたメニューを家庭に持ち帰る、
がサークルのモットーです。どなた
でも、気軽にご参加ください！

親子リトミックサークル

リズムに合わせ、体を動かしたりすることで、子
どもの音楽の基礎を作る「リトミック」。
親子リトミックサークルは、1歳半～ 3歳のお子
さんのいる親子が対象のサークルで、現在、9組
18 人が蘇原コミュニティセンターを会場に、月

3回の活動を行っています。
講師の手拍子やピアノに合わせて、子どもたちも
タンバリンを叩いたり、リズムを取ったり。親子
で一緒に活動するうちに、自然と笑顔が生まれる、
そんなサークルです。

講師　寺林由美さん

親子で一緒に活動することで、親も
子どもに向き合い、絆が生まれます。
ぜひ一度、体験してみてください。

2018 ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
発
表
会

西
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

ら
ら
ら
コ
ン
サ
ー
ト

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の

日
頃
の
成
果
を
披
露
！

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
有
志
に

よ
る
手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト

　

34
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
作
品
展
示
、

ラ
ン
チ
や
お
茶
席
、
ま
た
、
講
座
の
講

師
を
務
め
る
市
内
店
舗
の
和
菓
子
・
弁

当
販
売
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
！
活
動

を
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

３
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
あ
す

か
ホ
ー
ル
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
２
・
４
階

３
月
４
日（
日
）
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

時
間　

正
午
～
午
後
２
時
30
分

３
月
10
日（
土
）　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階  

21
プ
ラ
ザ

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

３
月
11
日（
日
）　
中
山
道
鵜
沼
宿
脇
本
陣

時
間　

午
後
１
時
～
３
時
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

昨
年
12
月
17
日
に
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
」
が
各
務
原
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
は
、
今

年
で
72
年
目
に
突
入
し
た
長
寿
番
組
。

市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
平
成
19
年
以

来
、
10
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
人
気
か
ら
、
今
回
、
本
選
出
場

を
目
指
し
て
、
な
ん
と
９
７
１
組
も
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
書
類
審
査
で

２
５
０
組
に
ま
で
絞
ら
れ
、
予
選
を
勝

ち
上
が
っ
た
20
組
だ
け
が
公
開
放
送
で

自
慢
の
歌
を
披
露
で
き
ま
す
。
倍
率
に

す
る
と
実
に
約
50
倍
！
本
当
に
狭
き
門

で
す
ね
。

　

当
日
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も

に
、生
放
送
が
ス
タ
ー
ト
。緊
張
感
と
ワ

ク
ワ
ク
感
に
包
ま
れ
る
中
、
歌
の
す
ば

ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
司
会
者
と
出
演

者
の
絶
妙
な
や
り
と
り
な
ど
、
会
場
全

体
が
一
体
と
な
っ
た
楽
し
い
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
合
格
者
が
喜
び
の
あ
ま
り

司
会
者
に
飛
び
つ
く
姿
な
ど
は
本
当
に

ほ
ほ
笑
ま
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
45

分
で
し
た
。

　

出
演
者
の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
が
、ひ
孫
さ
ん
が
13
人
も
い

る
と
い
う
95
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
会

場
に
詰
め
掛
け
た
ご
家
族
の
声
援
を
受

け
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
若
い
世
代
の
私
た
ち
に
、
元
気

と
勇
気
を
い
た
だ
い
た
思
い
で
す
。

　

今
回
は
、
来
月
に
迫
っ
た
「
岐
阜
か

か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」
の

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
会
場
内
は
も
と
よ
り
、

全
国
に
向
け
て
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

博
物
館
の
魅
力
を
強
く
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
売
出
し
中
の
「
各
務
原

に
ん
じ
ん
」
も
、
大
き
く
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を

通
し
て
各
務
原
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力

を
発
信
し
、
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

10年ぶりの開催
「NHKのど自慢」

介護事業所
作品展覧会
介護事業所
作品展覧会

in
イオンモール各務原

   お早めに！
   市・県民税の申告を

告
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
手
元
に
申

告
用
紙
が
な
い
場
合
は
、市
民
税
課
、市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

【
医
療
費
控
除
】

　

29
年
分
の
申
告
か
ら
「
従
来
の
医
療
費

控
除
」
と
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
（
医
療
費
控
除
の
特
例
）」
に
よ
る

控
除
と
の
選
択
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
申
告
す
る
際
に
、
領
収
書
の

提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
（
あ
る

い
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）

の
明
細
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
平
成
31
年
分
ま
で

の
申
告
で
は
領
収
書

の
添
付
ま
た
は
提
示

で
も
可
能
で
す
）。

【
年
金
所
得
の
あ
る
皆
さ
ん
へ
】

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、か
つ
、公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の

場
合
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

な
か
っ
た
場
合
で
も
、「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以

外
の
各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す（
所

得
と
収
入
の
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

平
成
30
年
１
月
１
日
時
点
で
、
各
務
原

市
に
住
所
が
あ
る
方
。た
だ
し
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
不
要
で
す
。

▼
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た（
す
る
）▼
給
与
所
得
の
み
で
、
勤

務
先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
▼
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
の
み
（
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種

控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申

告
が
必
要
）
▼
市
内
に
住
ん
で
い
る
（
住

民
登
録
が
あ
る
）
方
が
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申
告
な
ど
で
扶

養
親
族
と
し
て
申
告
を
し
て
い
る

期
間　

２
月
16
日
～
３
月
15
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

場
所　

市
民
税
課（
市
役
所
１
階
。提
出
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
で
き
ま
す
）

備
考　

▼
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

書
類
の
受
け
取
り
の
み
で
、
内
容
の
確
認

は
行
い
ま
せ
ん
。
期
限
後
は
、
市
民
税
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
▼
申
告
書
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
で
す
。
申
告

書
提
出
時
、
身
元
確

し
ま
す
。
展
示
さ
れ
る
作
品
は
、
書
道
や

絵
画
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
編

み
物
、
木
工
作
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
。
大

き
な
作
品
を
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
事
業

所
も
あ
り
、
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
間　

２
月
19
日
～
23
日
（
23
日
は
午
後

８
時
ま
で
）

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
１
階
セ
ン

タ
ー
コ
ー
ト
・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ト
（
那
加

萱
場
町
３
）

詳
細　

介
護
保
険
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

２
０
６
７

や
趣
味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一

環
で
、さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
制
作
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
見
て
も
ら

い
、
地
域
に
ど
ん
な
施
設
が
あ
る
の
か
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
介
護
事
業
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、「
介
護
事
業
所

作
品
展
覧
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
場

を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
に
移
し
て
開
催

　
「
介
護
保
険
」は
、
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
な
っ
て
も
、
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
社
会
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
。
介
護
や
支
援
が
必

要
で
あ
る
と「
認
定
」を
受
け
た
場
合
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
介
護
事
業

所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
施
設
で
は
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
リ
ハ
ビ
リ

認
と
番
号
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
身
元

確
認
書
類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
運
転
免

許
証
・
旅
券
な
ど
）
と
番
号
確
認
書
類
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
な
ど
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
▼
代
理
人
が
申
告
す

る
場
合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
、

委
任
状
や
申
告
義
務
者
本
人
し
か
持
ち
得

な
い
書
類
（
本
人
の
免
許
証
や
保
険
証
の

原
本
、
市
民
税
課
か
ら
送
付
し
た
プ
レ
印

字
申
告
書
な
ど
）、
申
告
義
務
者
本
人
の

番
号
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

【
郵
送
に
よ
る
提
出
】

　

申
告
書
に
、「
住
所
、

氏
名
、ふ
り
が
な
、生
年

月
日
、個
人
番
号（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）、
電
話
番

号
、
必
要
事
項
（
所
得

や
控
除
な
ど
）」の
記
入

漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
押
印
の
う

え
、
身
元
確
認
書
類
と
番
号
確
認
書
類
そ

れ
ぞ
れ
の
写
し
、
源
泉
徴
収
票
や
控
除
証

明
書
を
添
付
し
、
〒
５
０
４
ー
８
５
５
５

那
加
桜
町
１
の
69
、
各
務
原
市
役
所
市
民

税
課
市
民
税
第
一
係

【
申
告
用
紙
】

　

前
年
に
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
行
っ

た
方
な
ど
は
、
１
月
下
旬
に
送
付
し
た
申

2 月 16 日から、市・県民税の申告受付を開始します。必要な方は、3 月 15 日
までに平成 29 年中の所得を申告してください。申告期限間近は、窓口が大変混
雑します。早めの申告をお願いします。 詳細　市民税課☎ 058-383-1114

申
告
が
必
要
な
方

お
知
ら
せ

申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
提
出

自
立
し
た
生
活
を
支
え
る

見
ど
こ
ろ
満
載
の
展
覧
会
！
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【臨時保育士・臨時看護師・臨時
准看護師】
勤務時間　7:30 ～ 19:00 の間で
7 時間 30 分（休憩 60 分）
休日　日曜日、祝日
ほか（週休 2 日）
勤 務 場 所　 那 加 中
央・中屋・尾崎・鵜
沼西・蘇原保育所
対象　看護師・准看護師・保育
士免許のいずれかを有する方
内容　3 歳未満児クラスの担任
補助など
賃金　月額 18 万 3300 円

【通常時間パート保育士】
勤務時間　8:30 ～ 17:00 の間（要
相談）
休日　土・日曜日、祝日ほか
勤務場所　那加中央・中屋・尾
崎・鵜沼西・蘇原保育所
対象　保育士免許を有する方
内容　3 歳未満児クラスの担任
補助など
賃金　時給 1030 円

【早番・遅番パート保育士】
勤務時間　 ▽早番＝ 7:30 ～11:00
の間 ▽遅番＝15:30 ～19:00 の間
休日　土・日曜日、祝日ほか
勤務場所　那加中央・中屋・尾
崎・鵜沼西・蘇原保育所
対象　保育士免許を有する方
内容　延長保育時の保育
賃金　時給 1370 円

【臨時調理員】
勤務時間　 ▽平日＝ 8:00～16:30

（休憩 60 分） ▽土曜日＝ 8:00 ～
11:30
休日　日曜日、祝日
勤務場所　那加中央・中屋・尾
崎保育所
賃金　時給 890 円

【共通事項】
雇用期間　平成 30 年 4 月 1 日～
平成 31 年 3 月 31 日（次年度更
新もあり）

公立保育所 
臨時職員を募集

【臨時用務員】
勤務時間　平日 8:15 ～16:30（休
憩 45 分）
定員　2 人（書類選考・面接）
内容　学校内の環境整備（清掃、
花壇の管理など）、来客者対応

（湯茶接待）
賃金　時給 830 円

【臨時調理員】
勤務時間　給食がある日の 8:15
～ 15:45（休憩 45 分）
定員　1 人（書類選考・面接）
内容　学校給食の調理
賃金　時給 890 円

【共通事項】
雇用期間　平成 30 年 4 月 1 日～
平成 31 年 3 月 31 日（原則 1 年）
休日　土・日曜日、祝日ほか
勤務場所　市内小・中学校
備考　 ▽ 各種保険に加入 ▽時間
外勤務なし ▽勤務先により勤務
時間帯の変更あり ▽採用決定後
健康診断書を提出（自己負担）

▽ 雇止規定あり
申込と詳細　2 月 8 日（必着）ま
でに、履歴書に希望職種を明記
し、教育委員会総務課☎ 058-
383-1117

小・中学校の
臨時職員など募集

　市内企業 13 社が出展します。
気軽にご参加ください。
日時　2 月 20 日（火）　13:00 ～
15:30
場所　イオンモール各務原 2 階
会議室（那加萱場町 3）
対象　パート・中途採用者（新
規採用者を除く）
詳細　企業人材全力応援室☎ 05
8-383-7236

合同企業説明会＆
相談会を開催

期間　2 月 10 日～ 12 日　10:00
～ 15:00
場所　河川環境楽園（川島笠田町）
内容　ご当地じまんステージ、
グルメ屋台ストリート、木曽川
うかい実演、各務原キムチ鍋の
ふるまいなど
詳細　観光交流課☎058-383-99
25

犬山市各務原市
ご当地じまんまつり

定員　10 人（男女各 5 人・選考）
対象　各務原市周辺市町在住の
20 歳～ 60 歳代の方で ▽ 航空自
衛隊や防衛問題に関心がある ▽

岐阜基地などの行事に平日参加
できる方（議員や公務員などを
除く。詳細はお問い合わせ）
内容　 ▽基地広報行事（盆踊り、
航空機体験搭乗、航空祭、基地
見学など）への参加 ▽基地モニ
ター会議（年 2 回）への出席、
アンケート調査協力 ▽航空自衛
隊、岐阜基地の諸施策などに対
する意見・要望などの提出
申込と詳細　2 月 28 日（消印有
効）までに、封書で「住所、氏
名、ふりがな、生年月日、職業、
電話番号（携帯・固定）、応募
動機、何を見て応募したか」を
記入し、〒 504-8701 那加官有
地無番地、岐阜基地基地渉外室
☎ 058-382-1101 内線 2273

平成30年度岐阜基地
モニターを募集

みんなの市民憲章
健やかな心とからだで働き、

活気のあるまちをつくります
　家の中で自分の仕事や役割
分担はありますか。小さなこ
とでも、続けてできることを
見つけて、根気よくやり続け
ましょう。　　　　　
　　　　市民憲章推進協議会

日 時　2 月 18 日（ 日 ）　9:30 ～
11:30
場所　産業文化センター 4 階第
2 学習室（那加桜町 2）
内容　「米作りの昔と今」金武
勝美・市文化財を守る会理事
申込と詳細　市文化財を守る会

・大堀☎ 058-383-6935

市文化財を守る会
学習発表会

　IoT 技術や人工知能、ロボット
をはじめ、地域の大学・高等専
門学校の最新の研究内容を紹介
します。
日時　2 月 27 日（火）　13:30 ～
16:00 ▽ 13:40 ～＝基調講演「IoT
生産とその知能化技術」山本秀
彦・岐阜大学工学部教授 ▽ 14:30
～＝交流会
場所　岐阜商工会議所大ホール

（岐阜市神田町 2-2）
申込と詳細　「会社名など、氏
名、連絡先」を明記し、 ▽ メー
ルsangyo-koyo@city.gifu.gifu.jp
またはファクスで岐阜市産業雇
用課 058-265-2218 ☎ 058-21
4-2359　 

岐阜地域産学官
連携交流会 2018

FAX

2月28 日（水）まで

介護保険料　2 月分
国民健康保険　 9 期
後期高齢医療　 8 期

今月の

納　税

【寿演芸会】
日時　2 月 21 日（水）14:00 ～
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
対象　おおむね 60 歳以上の方
出演　 ▽ MIYU（パフォーマー）

▽しんどう幹司（ものまね） ▽

和楽総合芸術集団「山田純平
×熱響打楽」（和太鼓）
備考　整理券が必要です
申込　2 月 1 日　8:30 ～市民会
館、市民サービスセンター、高
齢福祉課で整理券を配布（1 人 2
枚まで）

【交歓芸能大会】
日時　2 月 22 日（木）　10:00 ～
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
出演　高齢者趣味のクラブ

【シニア作品展】
期間　2 月20日～ 23日　9:00 ～
16:00（23 日は 12:00 まで）
場所　中央図書館 3 階展示室

（那加門前町 3）
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-17
79

シニア文化祭

　裏表紙の人気コーナー「元気ッ
ズ」を、「各務原市公式 LINE」
友だち登録者の方限定で先行募
集します。通常の応募（2 月 15
日号に掲載）にも
参加でき、当選確率
が上がります！
掲載予定　広報紙 5 月 1 日～ 6
月 15 日号
対象　市内在住で、掲載時に小
学校就学前のお子さん（過去に
掲載された方を除く）
定員　8 組（抽選）
申込　2 月 5 日に、「友だち登録」
済みの方へ送信するメッセージ
から応募してください
備考　登録方法は裏表紙を参照
詳細　広報課☎ 058-383-1900

LINE 限定先行募集
広報紙「元気ッズ」

定員　若干名
備考　 ▽各種保険に加入 ▽ 扶養
内での勤務希望など要相談
申込と詳細　子育て支援課☎ 05
8-383-1154

【嘱託職員】
勤務時間　9:00 ～ 16:00（休憩
60 分）
休日　祝日ほか（週休 2 日、講
座により変則あり）
内容　講座の企画運営、窓口受
付など
賃金　月額 17 万 4000 円
備考　各種保険に加入

【臨時用務員】
勤 務 時 間　8:30 ～15:30（ 休 憩
60 分）
休日　祝日ほか（週休 2 日、講
座により変則あり）
内容　事務補助、窓口受付、施
設管理、清掃など
賃金　時給 ▽ 平日＝ 830円 ▽

土・日曜日＝ 930 円
備考　各種保険に加入

【臨時管理人兼事務員】
勤務時間　15:00 ～22:00（休憩
60 分）週 2 ～ 3 日勤務
内容　窓口受付、施設管理など
賃金　時給 ▽ 平日＝ 830 円 ▽

土・日曜日＝ 930 円
備考　交代勤務制

【共通事項】
雇用期間　平成 30 年 4 月 1 日～
平成 31 年 3 月 31 日（次年度更
新もあり）
対象　生涯学習や市民活動に関
心があり、パソコン操作のできる方
勤務場所　市内ライフデザイン
センター
定員　若干名（書類選考・面接）
備考　勤務先により勤務時間帯
の変更あり
申込と詳細　2 月28日（必着）ま
でに、履歴書に希望職種を明記
し、いきいき楽習課☎ 058-383-
1210

ライフデザイン
センター職員を募集

ネーミングライツ・
パートナー募集

　市では、施設の魅力向上など
を目的として、ネーミングライ
ツ・パートナーを募集します。

募集要項　2 月 1 日～施設担当
課で配布（市ウェブサイトでも
ダウンロード可）
申込と詳細　2 月 8 日～ 28 日
17:15 までに施設担当課

施設名 施設担当課
市民球場 スポーツ課

☎ 058-383-1231総合体育館

リバーサイド 21
河川公園課

☎ 058-383-1531
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日時　4 月 22 日（日）　8:00 ～
場所　桜体育館（那加手力町）
対象　市内在住・在勤・在学・
在籍（スポーツ）の全日本空手
道連盟会員の方
競技　個人トーナメント、リー
グ 戦 ▽ 形（男女一緒）＝ 未 就 学
児、小学生（学年別）、中学生、一
般有級、同有段 ▽組手（未就学
児以外は男女別）＝未就学児、
小学生（学年別）、中学生、一
般男子有級、同有段、一般女子
費用　1000 円（形・組手両方に
参加した場合も同額、当日支払）
備考　一般男子組手は県民ス
ポーツ大会の選考を兼ねる
申込と詳細　3 月16日までに ▽

個人＝スポーツ課内市体育協会
事務局 FAX 058-389-0218 ☎ 058-
383-1231 ▽ 市空手道連盟所属
道場＝道場単位で事務局・苅谷
☎ 0586-89-2729

市民体育大会
空手道競技

　市母子父子寡婦福祉会では、
ひとり親家庭の福祉を増進する
ことを目的に創設され、さまざ
まな行事を通して、会員相互の
連携や親睦交流を図っていま
す。お気軽にご連絡ください。
申込と詳細　市母子父子寡婦福
祉会・堀部☎ 058-383-0265

市母子父子寡婦
福祉会 会員募集

　フルコンタクト空手道の優勝
者は次のとおりです（敬称略）。

【初心】 ▽ 幼年男子＝亀井朔 ▽

同女子＝岡田あま音 ▽小学 1 年
男子＝若原奨馬 ▽同女子＝大橋
絢羽 ▽同 2 年男子＝森下海也 ▽

同女子＝徳光真奈美 ▽同 3 年男
子＝竹本樹 ▽同女子＝尾関実衣
那 ▽ 同 4・5 年男子＝豊田紘輔

▽同 5 年女子＝斉藤佑菜【初級】

▽小学 1 年女子＝前田笑美 ▽同
3 年男子＝斉藤弘佑 ▽ 同女子＝
上野愛心 ▽同 4 年男子＝岩田一
輝 ▽ 同 5 年男子＝各務陽 ▽ 同 6
年男子＝佐藤照悟 ▽同 5・6 年・
中学 1 年女子＝松野紋加 ▽中学
男子＝廣瀬隼和【上級】 ▽ 小学
4 年男子＝加藤成陽 ▽ 同女子＝
澤井柚希 ▽同 5 年男子＝前田創
良 ▽中学男子＝佐野翔吾 ▽同女
子＝松野菜緒
詳細　スポーツ課☎ 058-383-12
31

市民体育大会
優勝者

　後世まで守りたい樹木・樹林
を保存樹木・樹林に指定し、管
理報奨金を交付しています。気
軽にご相談ください。

【保存樹木の指定基準】
　樹容が美観上特に優れた健全
な樹木で、次のいずれかを満た
すもの ▽株立ちした樹木で、高
さ 3 ｍ以上 ▽ 高さ 1.5m 地点で
の幹の周囲が 1.2 ｍ以上

【保存樹林の指定基準】
　樹木が健全で、美観上特に優
れ、面積が 300 ㎡以上の樹林
申込と詳細　河川公園課☎ 058-
383-1111 内線 2755

まちの緑を守ろう
保存樹木・樹林の指定

期間　3月15 日～17 日　9:00 ～
15:00
場所　天狗谷集積場（須衛天狗谷）
対象　市内在住で、期間中に引
き取りが可能な方
定員　3000 人（抽選）
備考　 ▽ １人 2 袋まで（20L ポ
リ袋入り） ▽当選者にのみ引換
券送付 ▽同一世帯に限り一括申
込可 ▽申込用紙の記入漏れや一
括申込の非該当などの場合は無
効 ▽堆肥の取り置き不可
申込と詳細　2 月14日（必着）ま
でに「郵便番号、住所、応募者
全員の氏名・ふりがな・電話番
号」と「グリーンリサイクル申
込」と明記し、メール＝ kasenk
oen@city.kakamigahara.gifu.jp、
またはファクスかはがきで〒50
4-8555 那加桜町 1-69、市役所
河川公園課　 058-383-6365 ☎
058-383-1111 内線 2756

グリーンリサイクル
堆肥の無料配布

FAX

対象　市内在住、在勤の方 9 人
以上で編成されたチーム
費用　5000 円（登録料）
申込と詳細　2 月 15 日までに
各支部 ▽那加・蘇原支部＝江口
☎ 058-389-1278 ▽稲羽支部（川
島地区を含む）＝河田☎ 058-38
3-8913 ▽ 鵜沼支部＝岡田☎ 05
8-370-1940

ソフトボールチーム
登録

　家畜（ウシ、ウマ
など）や家きん（ニ
ワトリ、アヒルなど）
を飼育している方
は、法律により 2
月 1 日時点の飼育状況を県へ報
告することが義務付けられてい
ます。詳しくは、県中央家畜保
健衛生所のウェブサイト http://
www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/
chikusan/kachiku-eisei/11437/
shiyokanrikijun-teikihokoku.
html をご確認ください。
詳細　県中央家畜保健衛生所☎
058-201-0530

家畜・家きん飼育
状況の定期報告

日時　2 月 22 日（木）　14:00 ～
15:00
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
対象　平成 29 年中に岐阜地域
環境室で「浄化槽設置通知（届）
書」の受付をした浄化槽設置者
詳細　県岐阜地域環境室☎ 058-
272-1111 内線 3245

浄化槽維持管理
説明会

　国際感覚豊かな青年リーダー
を育成する事業へ参加しませ
ん か。詳 細 は http://www.cao.
go.jp/koryu をご覧ください。
対象　日本国籍を有する18 歳～
30 歳（平成 30 年 4 月 1 日現在）
申込と詳細　3 月 23 日（必着）
までに県私学振興・青少年課☎
058-272-8238　

青年国際交流事業
参加者募集

対象　 ▽ チーム＝市内在住、在
勤の方 10 人以上で編成された
チーム ▽ 審判員＝審判技術の習
得に熱意のある 20 歳以上の方
費用　年 9500 円（チーム登録料）
申込　2 月 18 日　10:00 ～ 12:00
に総合福祉会館（那加桜町 2）
詳細　市軟式野球連盟事務局・
藤本☎ 058-384-6416

軟式野球連盟チーム・
審判員の登録

　現在、産業文化センター 5 階
にある環境政策課が、本庁舎に
移転します。移転に伴い、ファク
ス番号が　 058-383-6365 に変わ
ります。電話番号は変わりません。
移転期日　2 月 13 日（火）
詳細　管財課☎ 058-383-1619

環境政策課が
本庁舎 2 階に移転

FAX

　市では、交通災害に遭われた
方に見舞金を支給しています。
対象　次のすべてに該当する方

▽歩行中または自転車乗車中に
交通事故に遭った方 ▽事故のと
き市内に住所があり、住民基本
台帳に記録のある方 ▽被害者に
重大な過失または自己の故意に
よる犯罪行為がない方
必要書類　 ▽ 交通事故証明書

（県シンクタンク庁舎内の自動
車安全運転センタ－で発行） ▽

死亡診断書（死体検案書）または
入院証明書（各書類写しも可） ▽

申請者名義の普通預金口座番号
備考　戸籍の写しなどの書類が
必要となる場合があります
申込と詳細　事故発生から 1 年
以内に、印鑑と必要書類を持参
し、事前連絡の上、まちづくり
推進課☎ 058-383-1997

市から交通災害に
見舞金を支給

　県では毎年 5 月、犯罪被害遺
児の皆さんに激励金をお贈りし
ています。
対象　次のすべてに該当する方

▽ 平成 30 年 5 月 5 日現在、県内
に居住し、犯罪被害により、そ
れまで生計を共にしていた父ま
たは母（父母がいない場合はそ
れに代わる方）を亡くした方 ▽

義務教育終了までの方および高
等学校在学中（高等専門学校 3
年修了まで、特別支援学校の高
等部在学中の方を含む） ▽ 申請
時に満 20 歳未満の方
激励金の額　 ▽乳幼児・小学生
＝ 1 万 5000 円 ▽ 中学生＝ 2 万
円 ▽高校生など＝ 2 万 5000 円
備考　申請時から高等学校など
就学中（20 歳未満）まで支給
申込と詳細　2月 28日までに、ま
ちづくり推進課☎ 058-383-1884

県から犯罪被害遺児
に激励金

日時　3 月 10 日（土）　9:00 ～
場所　総合体育館（那加太平町）
対象　市内小・中学生
費用　500 円（当
日支払）
申込と詳細　2 月
24 日（必着）までに、市卓球協
会・丹羽☎ 090-9182-1796

小・中学生
卓球講習会 　水道を貯水槽で受水している

共同住宅などの所有者で、「水
道料金・下水道使用料算定の特
例」適用を受けている方は、所
有者・総代人の変更、入居使用
者の変更時には、異動届を提出
してください。
詳細　水道料金事務センター☎
058-389-0051

水道・下水道料金
算定特例の方へ

　国民年金の納付は、口座振替
に加えて、現金・クレジットカー
ド納付でも、割引額の大きな 2
年前納を利用できます。
　国民年金の納め忘れがある
と、将来受け取る老齢基礎年金
の額が減額され、場合によって
は年金が受けられません。また、
万一のときに障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられないこと
があります。
　そこで、年金事務所では、便利
で安心な保険料の口座振替やク
レジットカードでの納付と、割引
のある前納制度をお勧めします。
　通常は翌月引き落としですが、
当月引き落とし（早割）にすると
月々 50 円の割引です。また、さ
らに割引額が多い 6 カ月前納・1
年前納・２年前納もあります。
申込　 ▽口座振替＝納付書また
は年金手帳、通帳、金融機関
届出印を持参し、希望の金融機
関または〒 500-8381 岐阜市市
橋 2-1-15、岐阜年金事務所 ▽ク
レジットカード納付＝納付書また
は年金手帳、クレジットカード
を持参し、岐阜南年金事務所
備考　2 月末日までに申込する
と 4 月からの前納の口座振替・
クレジットカード納付が可能です
詳細　岐阜南年金事務所☎ 058-
273-6161

国民年金の口座振替
・前納をお勧めします
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【市税】　

▽ 休日相談日時＝2 月10 日（土）
10:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談日時
＝2 月 8 日（木）・9 日（金）・13 日

（ 火 ）・14 日（水）　17:15 ～ 20:00
場所　市役所税務課

【国民健康保険料】　

▽ 休日相談日時＝2 月10 日（土）
13:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談日時
＝ 2 月 8 日（木）・9 日（金）・13
日～ 15 日　17:15 ～ 20:00
場所　市役所医療保険課

【共通事項】
備考　 ▽ 本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽上記の時間
帯に電話による納付確認を行っ
ています
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

2 月の休日・夜間
納付相談

日時　2 月 17 日（土）　13:00 ～
16:00
内容　①面接相談（30 分、前
日までに予約）＝県民生活相談
センター（岐阜市薮田南 5-14-53
OKB ふれあい会館 1 棟 5 階）②
電話相談＝上記時間内に下記へ
申込と詳細　県民生活相談セン
ター☎ 058-277-1003

悩む前に相談を！
多重債務無料相談

日時　2 月 25 日（日）　10:00 ～
場所　マーサ 21北館 1 階「さく
らパーク」（岐阜市正木中 1-2-1）
内容　相続や各種手続きの相談
詳細　県行政書士会岐阜支部☎
058-276-1774

行政書士による
無料相談

女性弁護士による養
育費と面会交流相談

　離婚に伴うお子さんの養育費
や面会交流の相談を行います。
相談は無料で秘密は厳守します。
日時　2 月 16 日（金）　13:00 ～
場所　市民相談室（市役所 4 階）
備考　 ▽ 予約制です ▽ 相談は 1
人 30 分 ▽ 上記日程で都合が悪
い方は、他の相談を紹介します
申込と詳細　2 月 5 日　10:00 ～
電話でまちづくり推進課☎ 058-
383-1884

　市国民健康保険では、加入者
の年齢や世帯の所得に応じて、
同じ月内の医療費の自己負担限
度額が決まっています。医療機
関などの窓口で支払った金額が
自己負担限度額を超えた場合、申
請により、限度額を超えた分が「高
額療養費」として支給されます。
　高額療養費の申請には時効が
あり、診療月の翌月 1 日から 2
年を経過すると申請できなくな
ります。忘れずに、医療保険課
または市民サービスセンター窓
口で申請してください。
対象　支給対象者には、診療月
の約 2 カ月後に申請案内を送付
詳細　医療保険課☎ 058-383-10
99

国保高額療養費の
申請忘れに注意！

　マイナンバーカードを平日に
受け取るのが困難な方を対象
に、日曜日に電話予約制で交付
します。
期日　2 月 25 日（日）
場所　市役所 1 階市民課
対象　マイナンバーカード（写
真付）の交付申請を行なった後、
市からの交付通知書が手元に届
いた方
備考　 ▽ 当日は市役所駐車場を
開放します。市役所正面玄関か
らお入りください ▽転入・転出
などの異動届、印鑑登録、住民
票の写し・印鑑登録証明書、旅
券の取り扱いなどはできません
申込と詳細　2 月 22 日までの
平日 8:30 ～ 17:15 に、市民課☎ 
058-383-1078

マイナンバーカード
交付窓口日曜開庁

　アジアなどの学校に行けない
子どもたちの学習施設「寺子屋」
建設などに役立てます。
受付期限　3 月 31 日まで
受付場所　市内幼稚園、小・中・
高・特別支援学校、ライフデザ
インセンター、市役所総合案内、
産業文化センター案内
備考　多数まとめての場合は代
表者名を明記してください。連
絡くだされば回収に伺います
詳細　各務原ユネスコ協会・高
井☎ 058-382-1514

書きそんじはがきを
集めています

テクノプラザ
CAD 研修

【AutoCAD LT  基礎】
期間　2 月 5 日～ 6 日（2 日間）
費用　1 万 4400 円

【Design 3DCAD 講座】
期間　2 月14 日～ 15 日（2 日間）
費用　1 万 4400 円

【航空機業界向 CATIA V5】
期間　2 月19 日～ 23 日（5 日間）
費用　7 万 3440 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370

　売却物件は、管財課（市役所本
庁舎 3 階）、市ウェブサイトで配
布する実施要領をご覧ください。
受付期間　2 月5 日～ 3 月 2 日
8:30 ～ 17:15（土・日曜日、祝日
を除く）
詳細　管財課☎ 058-383-1467

一般競争入札で
市有地を売却

e ラーニング救命
入門コース追加講習

日時　3日4日（日）　9:00～11:00
場所　消防本部（那加桜町 1）
対象　市内在住・在勤の方で、
e ラーニングを修了した方
定員　20 人（申込順）
内容　心肺蘇生法、AED、気道
異物の対応
持参品　筆記用具、飲み物
備考　修了証を発行します
申込と詳細　3 月 2 日までに救
急指令課☎ 058-382-3596

日 時　2 月10日（土）　10:30 ～
11:30
場所　内藤記念くすり博物館

（川島竹早町 1）
定員　300 人（当日申込順）
講師　沼田望・キャラバンメイト
持参品　筆記用具
詳細　内藤記念くすり博物館☎
0586-89-2101

認知症サポーター
養成講座

日時　2 月 16 日（金）　13:30 ～
16:30（受付13:00 ～）
場所　県図書館多目的ホール

（岐阜市宇佐 4-2-1）
定員　300 人（申込順）
内容　映画「八重子のハミン
グ」、講演会「認知症の気づきに
ついて」村田一郎・黒野病院長
備考　途中入場できます
申込と詳細　事前に黒野病院 
058-234-0546 ☎ 058-234-7038

認知症に関する
映画会・講演会

日時　2 月 13 日（火）　19:30 ～
21:00
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
内容　「安心して暮らし続ける
ことができるまちづくり」寒川
玄樹（エーザイ川島工場）
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

生活圏域
ネットワーク会議

　こころの健康に対して弁護士
と臨床心理士が相談に応じます。
日時　3月6日（火）　13:00～16:00
場所　岐阜保健所（那加不動丘1）
備考　予約制です
申込と詳細　岐阜保健所☎ 058-
380-3004

家族の相談も「法律
とこころの相談会」

FAX

　認知症の方やその家族の方、
地域の方が集まります。

【こころカフェ　ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～ 12:00
場所　NPO 福祉サポートセンター
各務原東隣（鵜沼三ツ池町 5）
費用　200 円
詳細　かかみ野☎ 058-384-8844

【らららカフェ】
日時　2 月 19 日（月）　13:30 ～
15:30
場所　飛鳥美谷苑

（那加西市場町 7）
費用　200 円
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

【オレンジカフェ八木山】
日 時　2 月 19 日（月）　13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ・レスペート☎ 058-
385-3912

【オレンジカフェうぬま】
日 時　2 月 21 日（水）　14:00 ～
15:30
場所　喫茶「ジョイガァデン」

（鵜沼古市場町 2）
費用　200 円
詳細　ジョイフル各務原☎ 058-
379-2521

2 月の
認知症カフェ

　県、市交通安全対策協議会で
は毎年、交通遺児の皆さんに激
励金をお贈りしています。なお、
市交通安全対策協議会の激励金
は、各務原自家用自動車組合の
協力により、市内の事業所から
の寄付で行われています。
対象　次のすべてに該当する方

▽ 平成 30 年 5 月 5 日現在、市内
に居住し、交通事故により、そ
れまで生計を共にしていた父ま
たは母（父母がいない場合はそ
れに代わる方）を亡くした方 ▽

義務教育終了までの方および高
等学校在学中（高等専門学校 3
年修了まで、特別支援学校の高
等部在学中の方を含む） ▽ 申請
時に満 20 歳未満の方
備考　 ▽遺児となった後、養子
縁組した方、父または母が再婚
し生計を共にすることとなった
方は除きます ▽申請時から高等
学校など就学中（20 歳未満）ま
で支給
申込と詳細　2 月 28 日までに、
まちづくり推進課☎ 058-383-19
97

県・市交対協から
交通遺児に激励金

　ごみ処理施設で燃やされるご
みの中には、包装紙や菓子箱な
どの「雑がみ」が多く含まれてい
ます。リサイクルにご協力を！

【雑がみの出し方】
　各家庭で余っている紙袋に入
れて、ひもで縛って出す。

【雑がみを出す場所】

▽古紙回収ステーション ▽地域
や学校で行う資源集団回収
備考　雑がみ回収の対象などの
詳細は、「ごみ出しガイドブッ
ク」に掲載しています
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

雑がみは資源です
リサイクルへ
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3 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（2 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー

期日 場所 対象出生児

3 月 1 日
（木） 総合

福祉会館

平成 29 年
10 月 1 日～15 日

3 月 2 日
（金）

平成 29 年
10月16 日～31日

3 月 5 日
（月）

東保健相談
センター

平成 29 年 10 月

トを記入し、持参してください
【共通事項】

受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区▽ 東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽ 仮番号札を 12:30 ～配
布 ▽駐車料金の補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

期日 場所 対象出生児

3月19 日
（月）

総合
福祉会館

平成 29 年 4 月
3月20 日

（火）
東保健相談
センター

期日 場所 対象出生児

3 月 6 日
（火） 総合

福祉会館

平成 28 年
8 月 1 日～ 15 日

3 月 7 日
（水）

平成 28 年
8 月 16 日～ 31 日

3月9日
（金）

東保健相談
センター

平成 28 年 8 月

期日 場所 対象出生児

3月12 日
（月） 総合

福祉会館

平成 27 年
2 月 1日～ 15 日

3月13 日
（火）

平成 27 年
2月16 日～ 28日

3月14 日
（水）

東保健相談
センター

平成 27 年2 月

期間　 3 月 31 日
まで
場所　市内指定医
療機関（要予約）
対象　次に該当し、今まで一度
も接種をしていない方①昭和
27 年 4 月 2 日 ～ 28 年 4 月 1
日生まれ②昭和 22 年 4 月 2 日
～ 23 年 4 月 1 日生まれ③昭和
17 年 4 月 2 日 ～ 18 年 4 月 1
日生まれ④昭和 12 年 4 月 2 日
～ 13 年 4 月 1 日生まれ⑤昭和
7 年 4 月 2 日 ～ 8 年 4 月 1 日
生まれ⑥昭和 2 年 4 月 2 日～
昭和 3 年 4 月 1 日生まれ⑦大
正 11 年 4 月 2 日 ～ 12 年 4 月
1 日生まれ⑧大正 6 年 4 月 2 日
～ 7 年 4 月 1 日生まれ⑨接種
時 60 ～ 64 歳で、心臓、腎臓、呼
吸器の機能に、身辺の日常生活
が極度に制限される程度の障が
いを有する方、およびヒト免疫
不全ウイルスのため免疫の機能
に日常生活がほとんど不可能な
程度の障がいを有する方
接種回数　1 人１回
費用　本人負担 2500 円（生活
保護世帯の方は免除）
持参品　①～⑧の方は、高齢者
肺炎球菌予防接種予診票兼接種
券（配布済）、本人確認書類（保険
証など）、健康手帳（お持ちの方）
備考　 ▽ ⑨と生活保護世帯の対
象者の方は、必ず事前に健康管
理課で手続きをしてください。
手続きには、本人確認書類（⑨
は身体障害者手帳など）、マイナ
ンバー通知カード、印鑑が必要

▽ 県外施設入所者、長期入院で
市内の指定医療機関での接種が
困難な方、県内のかかりつけ医
で接種希望の方は、事前に健康
管理課へお問合せください
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種

日 時　3 月 2 日（ 金 ）　9:30 ～
11:30
場所　東保健相談センター（鵜
沼羽場町 2）
対象　分娩予定日が平成 30 年
4月～6月の妊婦（夫の参加も可）
内容　先輩ママ・赤ちゃんとの
交流、子ども館の説明・見学、
相談窓口・健診の紹介など
持参品　母子健康手帳、筆記用具
備考　動きやすい服装でお越し
ください
申込と詳細　事前に健康管理課
☎ 058-383-1115、東保健相談セ
ンター☎ 058-379-7888

ご参加ください！
マタニティー広場 4

日時　2 月 25 日（日）　9:30 ～
11:00（受付 9:00 ～ 9:30）
場所　総合福祉会館 3 階集会室

（那加桜町 2）
対象　分娩予定日が平成 30 年
5 月～ 7 月の妊婦とその家族
定員　160 人程度（申込順）
講師　心療内科医師、助産師、
保健師
内容　親子の愛着と情緒関係、
抱っこのポイントなど
持参品　母子健康手帳、筆記用具
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

妊娠期から始める
ハッピー子育て講座

日 時　3 月 2 日（ 金 ）　9:30 ～
11:30
場所　東保健相談センター（鵜
沼羽場町 2）
対象　分娩予定日が平成 29 年
10 月～ 12 月であった産婦と子
内容　お産の振り返り、育児につ
いて語ろう、妊婦さんとの交流会
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、バスタオル 1 枚
備考　動きやすい服装でお越し
ください
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115、東保健相談センター
☎ 058-379-7888

産後のつどい

　市民の皆さんの健康維持のた
め、各種検診を行っています。受
診する際は、直接、市内指定医
療機関へお申し込みください。
実施期間　2 月 28 日まで

【ヤング健診】
対象　18 歳～39 歳（年度末年齢）
内容　身体測定、血液検査、尿
検査、血圧測定、心電図、便潜
血検査（オプション検査）
費用　500 円

【胃がん検診】
対象　50 歳以上（2 年に 1 回）
内容・費用　 ▽ 胃部エックス線
検査＝ 1500 円 ▽ 胃内視鏡検査
＝ 2500 円

【大腸がん検診】
対象　40 歳以上（年度末年齢）
内容　便潜血検査
費用　500 円
備考　69 歳以下（年度末年齢）
の方は無料

【子宮がん検診】
対象　20 歳以上の女性（2 年に
1 回）
内容・費用　 ▽ 頸部の細胞診＝
1000 円 ▽ 体部の細胞診（医師が
必要と認めた場合）＝ 1500 円

【前立腺がん検診】
対象　50 歳以上の男性
内容　血液検査（PSA 検査）
費用　1000 円

【肺がん検診】
対象　40 歳以上
内容・費用　 ▽ 胸部エックス線
検査＝ 1000 円 ▽ 喀

かくたん

痰細胞診検
査（50 歳以上の喫煙者で必要
と認めた場合）＝ 1000 円
備考　 ▽肺がん検診と結核検診
はいずれか年 1 回の受診 ▽ 65
歳以上の方は胸部エックス線検
査のみ無料

【結核検診（無料）】
対象　65 歳以上（年度末年齢）
内容　胸部エックス線検査

お済みですか？
各種検診

対象　小学校就学前の1年間（年
長児）
場所　市内指定医療機関（要予
約）
持参品　予診票兼接種券、母子
健康手帳、保険証、福祉医療費
受給者証（こども）
備考　原則、保護者の同伴が必
要。親族などが同伴する場合、同
伴者の同意をもって保護者の同意
とする旨の委任状の提出が必要
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

麻しん・風しん
2 期予防接種

日時　2 月 20 日（火）    13:00 ～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町 1）
備考　予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神保健福祉士
こころの健康相談

備考　25 日は 400mL 限定会場
詳細　健康管理課☎ 058-383-75
70

ご協力ください
3 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

3 月 13 日
（火）

15:10 ～ 16:30
東海中央
病院

3 月 25 日
（日）

9:30 ～ 12:00
13:30 ～ 16:00

アピタ各務
原店

　骨髄などを提供した方の経済
的負担を軽減し、骨髄などの移
植やドナー登録の推進を目的と
した助成金を交付します。
　対象者や助成額などの詳細は
健康管理課へご相談ください。
申込と詳細　骨髄などの提供が
完了してから 90 日以内に、日
本骨髄バンクが発行する証明書
と市様式の申請書を健康管理課
☎ 058-383-7570

骨髄等ドナー
支援事業助成

備考　肺がん検診と結核検診は
いずれか年 1 回の受診

【歯周病検診】
対象　次の期間生まれの方 ▽昭
和 21年 4 月2 日～ 22 年 4 月 1 日

▽ 昭 和26 年 4 月 2 日 ～ 27 年 4
月 1 日 ▽ 昭 和 31年 4 月 2日 ～
32 年 4 月1日 ▽ 昭和 36 年 4 月
2 日～ 37 年 4 月1 日 ▽ 昭和 41
年 4 月 2 日～ 42 年4 月1日 ▽ 昭
和 46 年 4 月 2 日 ～ 47 年 4 月 1
日 ▽ 昭和 51 年 4 月 2 日～ 52 年
4 月1 日 ▽ 昭和 56 年 4 月 2 日～
57 年 4 月 1 日 ▽ 昭和 61 年 4 月
2 日～ 62 年 4 月 1 日 ▽ 平成 3 年
4 月 2 日～ 4 年 4 月 1日 ▽平成 8
年 4 月 2 日～ 9 年 4 月 1 日
内容　口腔内診査
費用　300 円

【共通事項】
場所　市内指定医療機関
備考　 ▽職場などで受診可能な
方や各検診対象疾患の治療中、
経過観察中の方は対象外 ▽対象
で生活保護世帯の方は、必ず事
前に健康管理課で手続きが必要
詳細　健康管理課☎058-383-1115
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カルチャー カルチャー

■おやつづくりを楽しみましょう
　早摘みイチゴと生クリームを使っ
て、ロールケーキを作ります。桃の
節句・端午の節句・お誕生日などの
イベントに手作りケーキでお祝いし
ませんか。今回は託児つき。若いマ
マも受講していただけます。
日時　2 月 24 日（土）　9:30 ～ 11:30
定員　16 人
講師　日比野聡子・市民講師
費用　1000 円（材料費）
申込開始日時　2 月 10 日　9:30 ～
■手作りの押し花で作品づくり
　庭や野に咲く小さな花や落ち葉
で、すてきな押し花アートの壁飾り

（色紙）を作ります。花の色の保ち
方や、乾燥の仕方など、押し花の基
本も学べます。
日時　2 月 28 日、3 月 14 日　いずれも水曜日　9:30
～ 11:30（全 2 回）
定員　10 人
講師　吉田也恵
費用　2220 円（受講料 600 円、材料費 1620 円）
申込開始日時　2 月 7 日　9:30 ～
■安心・安全でおいしいパンづくり
　お待たせしました！毎回人気のパ
ン講座を開催します。手作りパンに、
サラダやスープ（いずれか 1 品）を
プラスして、ランチを楽しみます。
日時　3 月 1 日・15 日　いずれも木
曜日　9:30 ～ 13:30（全 2 回）
定員　16 人
講師　中山陽子
費用　1800 円（受講料 600 円、材料費 1200 円）
申込開始日時　2 月 8 日　9:30 ～

【共通事項】
申込　各申込開始日時～、受講料を持参し、直接東
ライフデザインセンター（申込開始時点で定員を超
えた場合は、その場で抽選）

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

季節にちなんだ講座を開催！
成人短期講座

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日、祝日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

C
U
LT
U
R
E

ママの時間、親子の時間を楽しむ
講座にご参加ください！

■子育てママのリラックス講座
　「ママのための朝ヨガ」
日時　3 月 2 日・9 日・16 日・23 日　いずれも金
曜日　10:00 ～ 11:00（全 4 回）
対象　高校生までの子どものいる女性
定員　16 人（抽選）
講師　野田知佳（ホームサロン・ハスタスーリヤ）
費用　1200 円
申込期限　2 月 15 日（木）
備考　お子さんの同伴も可（講座中は別室で託児。
申込時に氏名・年齢と学年を明記）
■子育てママの料理講座
　「たっぷりフルーツのアーモンドケーキ」
　お子さんのおやつにもぴったりの、フルーツ入り
アーモンドケーキと簡単クッキーを作ります。
日時　3 月 10 日（土）　10:00 ～ 12:00
対象　高校生までの子どものいる女性
定員　16 人（抽選）
講師　山田章子・製菓衛生師
費用　900 円（受講料 300 円、材料費 600 円）
申込期限　2 月 27 日（火）
備考　お子さんの同伴も可（講座中は別室で託児。
申込時に氏名・年齢と学年を明記）
■親子でチャレンジ！講座
　「おもてなしの心～茶道体験～」
　親子で「おもてなしの心」を学んでみましょう。
ちょっとした礼儀作法も教えてもらえます。
日時　3 月 4 日（日）　10:30 ～ 12:00
対象　年少～小学生の子どもと保護者（2 人 1 組）
定員　12 組（抽選）
講師　玉置久恵
費用　受講料 300 円（大人のみ）、菓子代 1 組 700 円
申込期限　2 月 20 日（火）

【共通事項】
申込　各申込期限（必着）までに、「講座名、参加者全
員の氏名、住所、年齢（子どもは学年も）、電話番号」
を明記し、メール chuolife@city.kakamigahara.gifu.
jp または往復はがきで中央ライフデザインセンター

（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

中央図書館
☎ 058-383-1122　 058-371-1145

B
O
O
K 親子で図書館を楽しもう！

図書館親子体験教室

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 1/15・22・26・29、2/5・13・14・19 ～ 23・26

日時　3 月 4 日（日）　10:00 ～ 12:00
対象　小学 1 ～ 3 年生の子どもと保護者
定員　5 組程度（申込順）
内容　館内見学、カウンター体験、本さがしゲームなど
申込　2 月 6 日～、市内図書館カウンターにある申
込用紙（市ウェブサイトからもダウンロード可）に
必要事項を記入し、ファクスまたは直接、市内図書
館カウンター

期間　2 月 11 日～ 16 日　10:00 ～ 16:00（16 日は
15:00 まで）
詳細　布遊び・三ツ石☎ 058-384-2293

A
R
T 中央図書館 3 階展示室催し物

「キルトからの招待状」

　販売促進の定番「チラシ」に関する悩みを解消！
デザインや構成、色使いなどを分かりやすく解説し、
自分でチラシが作れるようになります。午後からは
個別の相談も実施します。
日時　2 月 12 日（月）　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 1 階ロビー
定員　20 人程度（申込順）
講師　松岡隆・県よろず支援拠点コーディネーター
申込　メール library@city.kakamigahara.gifu.jp また
はファクス、電話、直接、中央図書館 2 階カウンター

C
U
LT
U
R
E

県よろず支援拠点とコラボ！
思わず手に取るチラシの作り方

　下記の期間、本の返却は、中央ライフデザインセ
ンター図書室または、もりの本やさんをご利用いた
だくか、鵜沼駅空中歩道や各館のブックポストにお
願いします。ただし、CD や大型絵本など、壊れや
すいものは、開館中に窓口へ返却してください。
休館日　2 月 20 日～ 22 日

IN
FO 蔵書点検のため、中央図書館と

川島ほんの家を休館します

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

C
U
LT
U
R
E

リクエストに応え、第二弾！桃の節句
を彩る「ひな祭りリースアレンジ」

　美しさが長持ちする「プリザーブドフラワー」を
使って、かわいいリースにアレンジします。
日時　2 月 20 日（火）　10:00 ～ 11:30
定員　15 人
講師　五島泉
費用　2000 円（受講料 300 円、材
料費 1700 円）
申込　2 月 6 日　10:00 ～、受講料を
持参し、直接西ライフデザインセンター（10:00 時
点で定員を超えた場合、その場で抽選）

C
U
LT
U
R
E

和菓子職人に学ぶ
「春の和菓子づくり」

　春の香りの「草もち」ともう一品、淡いピンク色
がかわいい「桜もち」を作ります。
日時　3 月 7 日（水）　9:30 ～ 11:30
定員　24 人
講師　河田正樹・「河田秀正堂」店主
費用　1300 円（受講料 300 円、材料費 1000 円）
申込　2 月 14 日　10:00 ～、受講料を持参し、直接
西ライフデザインセンター（10:00 時点で定員を超
えた場合、その場で抽選）

K
ID
S ひな祭りにちなんだ読み聞かせと工作

「ひなまつりおはなし会」

川島ほんの家
☎ 0586-89-5610

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4
㊡ 1/15・22・26・29、2/5・13・14・19 ～ 23・26

日時　2 月 17 日（土）　14:00 ～ 15:00
対象　年少～小学生の子どもと保護者

（小学校低学年以下は、保護者同伴）
定員　工作のみ 15 人（申込順）
申込　工作希望者は、当日 9:00 ～、電話
または直接、川島ほんの家カウンター

FAX
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カルチャー カルチャー

M
U
S
IC ホワイエコンサート「Jazz Live in Kakami-

gahara ～映画の名場面から名曲を～」

市民会館
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

日時　3 月 15 日（木）　12:30 ～（開場 12:00）
定員　約 100 人（申込順、未就学児の入場不可）
出演　大塚ゆき（フルート）、柳原由佳（ピアノ、作曲
＆編曲）、市川拓平（ビブラフォン）、財盛紘（ベース）
費用　300 円（中学生以下無料）
申込　電話などで市民会館

　市民会館は、平成 31 年に施設改修工事に伴う休
館を予定しており、その期間の予約を停止します。
休館期間　平成 31 年 3 月 1 日～ 6 月 30 日（予定）
備考　文化ホール、中央ライフデザインセンターは
通常通り開館
詳細　いきいき楽習課☎ 058-383-1210

IN
FO 市民会館休館に伴い、

利用予約を停止します

いきいき楽習課
☎ 058383-1042

〒 504-8555 那加桜町 1-69
㊡土曜日、日曜日、祝日

M
U
S
IC 市文化協会芸術家支援事業

「第 12 回各務原ピアノ教室」発表会

　上原彩子さんをはじめ、数多くのピアニストを育
成した江口文子先生の指導による「各務原ピアノ教
室」の受講生による発表会を開催します。
日時　2 月 11 日（日）　14:00 ～（開場 13:30）
場所　岐阜車体工業内かとれあホール（鵜沼三ツ池
町 5）
詳細　いきいき楽習課内市文化協会事務局☎ 058-3
83-1042

M
U
S
IC 「各務原市登録アーティスト」を

募集します！

登録期間　4 月 1 日～平成 33 年 3 月 31 日
対象　次のすべてに該当する個人またはグループ ▽

市内在住、在勤、出身または市内で音楽活動が可能
なプロまたはセミプロの演奏家 ▽ 20 歳以上の方（平
成 30 年 4 月 1 日現在） ▽ 本制度の趣旨に賛同する
方 ▽コンサートの集客に積極的に協力いただける方
申込　2 月 28 日までに、申込書に必要事項を記入
し、音源と過去のコンサート資料を、郵送または直
接、いきいき楽習課（産業文化センター 6 階）
備考　 ▽音楽の街企画委員会で選考 ▽募集要項、申
込書は、いきいき楽習課窓口にあります（市ウェ
ブサイトでダウンロード可） ▽ 提出する音源は、1
年以内に録音した MD・CD（2 ～ 3 曲、10 分程度）
などで、録音状態が良いもの

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 4 日（日）　各務野・自然観察ウオーク（雨天決行）
持参品　筆記用具、防寒着
費用　300 円
■ 11 日（日）　アロマの「バスボム」づくり
持参品　筆記用具、持帰用袋
費用　600 円
■ 18 日（日）　魚の解剖と燻製づくり体験
持参品　筆記用具、エプロン、タオル、使いやすい包丁
費用　800 円
■ 25 日（日）　「母の日」のプリザーブドフラワー
　アレンジメント
持参品　筆記用具、持帰用袋
費用　1300 円

【共通事項】
時間　10:00 ～ 12:00
定員　20 人（4 日は 30 人。申込順）
対象　小学生の親子（4日・11日・25日は大人のみも可）
申込と詳細　2 月 1 日～、「開講日と講座名、参加
者全員の住所、氏名、ふりがな、付き添いの方の有
無、性別、年齢、電話番号、返信用メールアドレス」
を明記し、shizen@wildlife.ne.jp で NPO 法人生態教
育センター（自然体験塾窓口）

N
A
TU
R
E

早春の自然に親しもう！
3 月の「自然体験塾講座」

自然体験塾
☎ 090-5615-0370

C
U
LT
U
R
E

C
U
LT
U
R
E

　「ちょっといい暮らし」を提
案する企画「KOC NEST」。今回
は、市内在住の作家・taro さん
による衣類を修繕するイギリス
発祥の技、ダーニングを習いま
す。講師と一緒に、穴のあいた
靴下や衣類をかわいく直してみ
ませんか（写真上）。
　また、羊毛作家・moco さん
による、羊毛を使ったアクセサ
リーなどの手作り品の販売も行
います（同下）。
日時　2 月 13 日（火）　11:00 ～ 15:00（作業時間は
約 50 分）
費用　800 円（当日支払）
持参品　修繕したい衣類など
申込　電話などで、かかみがはらオープンクラス
備考　予約の方を優先します

　岐阜を代表するフェス「OUR 
FAVORITE THINGS（以下、OFT）」。
2009 年から 5 年間「村国座」で
開催し、2014 年より「河川環
境楽園」へ会場を移して、野外
音楽フェスティバルにスケール
アップして開催しています。これまでも豪華国内
アーティストが出演し、今年は 10 回目となるアニ
バーサリーイヤーを迎えます。
　そんな記念すべき年に、過去 9 年間の OFT、そ
して 2017 年の音楽シーンを振り返り、さらに 2018
年の展望へとつなげる対談をお届けします。当日は、

「OFT2018」の出演者予想にも参加いただけます。
日時　2 月 17 日（土）　14:00 ～ 17:00
スピーカー　廣瀬真一・OFT プロジェクトチーム
リーダー、舌間隆博・岐阜新聞社記者、吉田淳・HMV
イオンモール各務原店長

KOC  N
ネ ス ト

EST「ぬくもりのある暮らし
～ダーニング体験会と羊毛雑貨販売～」

トークイベント「O
ア ワ ー

UR F
フ ェ イ バ リ ッ ト

AVORITE 
T

シ ン グ ス

HINGS のこれまでとこれから」

☎ 058-382-1194

〒 509-0943 那加萱場町3-8 イオンモール各務原2 階
㊡なし

かかみがはらオープンクラス

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日

　「各務ヶ原飛行場開設 100
周年」を記念して、昨年 11
月に中央図書館で開催したパ
ネル展「各務ヶ原飛行場 100
年の歩み」。その一部を、産
業文化センターでアンコール
展示します。
　当時の資料や写真で、飛行場 100 年の歩みを振り
返ります。ぜひ、お越しください。
期間　3 月 2 日～ 8 日（8 日は 16:00 まで）
場所　産業文化センター 1 階 21 プラザ（那加桜町 2）

日時　2 月 17 日（土）　13:30 ～ 15:00
場所　鵜沼西町交流館（鵜沼西町 1）
内容　「川島の地名と由来」小川敏彦・笠松力検定
委員会委員、「木曽三川と鵜沼宿」三澤博敬・岐阜
県地名文化研究会副会長
費用　500 円（会員は無料）
詳細　濃尾・各務原地名文化研究会・阿部☎ 058-370-
4425

　中山道の宿場町御嵩宿と願興寺（御嵩町）の歴史
について学びます。国重要文化財の願興寺本堂は、
まもなく修復工事に入るため、修理前の本堂全景を
見られる最後のチャンスです。
日時　3 月 2 日（金）　9:00 ～ 13:00
場所　歴史民俗資料館（鵜沼西町 1）集合・解散
定員　30 人（申込順）
行程　鵜沼宿～願興寺～中山道みたけ館～商家竹屋
～鵜沼宿
費用　1000 円（受講料 500 円、願興寺拝観料 500 円）
申込　2 月 2 日　9:00 ～ 、電話または直接、歴史民
俗資料館

歴史民俗資料館
☎ 058-379-5055

C
U
LT
U
R
E

C
U
LT
U
R
E

C
U
LT
U
R
E

パネル展「各務ヶ原飛行場 100 年の
歩み」アンコール展示

濃尾・各務原地名文化研究会
第 6 回定例講演会

宿場町の歴史を学ぶ
「歴史探訪ツアー」
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

　

指
揮
の
最
後
を
間
違
え
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、「
大
丈
夫
だ

よ
」
と
友
達
が
言
っ
て
く
れ
た

の
で
、と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
み
ん
な
で
「
か
わ

ま
る
音
楽
祭
」
の
振
り
返
り
を

し
て
い
る
と
、「
楽
し
か
っ
た
」

「
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
た

く
さ
ん
出
て
き
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
と
て
も
達
成
感
が
あ

り
ま
し
た
。

　

私
は
、
か
わ
ま
る
音
楽
祭
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
合
唱
は
、

学
年
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と

の
で
き
る
素
敵
な
も
の
で
あ
る

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、多
く
の
こ
と
を
学
び
、

仲
間
と
と
も
に
合
唱
を
高
め
て

い
き
た
い
で
す
。

文
・
6
年
　
恩
田
萌も

え
か花

さ
ん

かわまる音楽祭
川島小学校

　

妊
娠
中
は
、
身
体
に
い
ろ
い

ろ
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
自

覚
症
状
が
な
く
順
調
に
み
え
て

も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
隠
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
で
は
、
身
体
測
定

や
血
液
・
血
圧
・
尿
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
検
査
や
診
察
を
お
こ
な

い
ま
す
。
特
に
、
貧
血
・
妊
娠

高
血
圧
症
候
群
、
妊
娠
糖
尿
病

な
ど
の
病
気
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

発
育
に
影
響
し
、
母
体
の
健
康

を
損
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
病
気

な
ど
に
早
く
気
づ
き
、
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

妊
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
守

る
た
め
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
な
ど
を
も
ち
、
定
期
的
に

　

私
た
ち
は
蘇
原
第
二
剣
道
少

年
ク
ラ
ブ
で
す
。
普
段
は
蘇
原

第
二
小
学
校
体
育
館
を
道
場
と

し
て
、
月
曜
日
と
金
曜
日
の
夜

に
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

　

剣
道
は
礼
を
重
ん
じ
る
伝
統

的
な
武
道
で
す
。
稽
古
の
始
ま

り
と
終
わ
り
に
は
、
必
ず
相
手

に
敬
意
を
払
い
礼
を
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
に

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

武
道
を
通
じ
て
健
全
な
精
神
の

育
成
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

剣
道
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
言

わ
れ
、
現
在

も
園
児
か
ら

大
人
ま
で
、

男
の
子
も
女

の
子
も
一
緒

に
、
日
々
一

生
懸
命
稽
古

に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
か
を
習
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
。「
剣
道
っ
て

カ
ッ
コ
イ
イ
な
、
面
白
そ
う
だ

な
」
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
、
い
つ
で
も
見
学
や
体

験
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
剣
道
は
お
金
が
か
か
り
そ

う
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
ま
す

が
、
剣
道
着
や
防
具
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://quilla-canac.net/ken
do_club/

を
ご
覧
下
さ
い
。

活
動
日　

毎
週
月
・
金
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
　
蘇
原
第
二
小
学
校
体
育

館
（
蘇
原
沢
上
町
１
）

会
費　

月
３
０
０
０
円

申
込
と
詳
細　

西
内
☎
０
８
０

（
３
６
５
３
）８
４
５
２

蘇原第二
剣道少年クラブ

妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不

安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な

く
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
時
に
「
妊
婦
健
康
診
査
受
診

票
（
補
助
券
）」を
14
枚
発
行
し

て
い
ま
す
。
受
診

時
は
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　各

種
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
妊
娠
中
の
方
を
対

象
に
、「
妊
娠
期
か
ら
は
じ
め

る
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
講
座
」
や

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
・
出
産

に
つ
い
て
、　

医
師
、
助
産
師
、

保
健
師
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養

士
が
く
わ
し
い
知
識
や
お
産
の

た
め
の
情
報
を
提
供
し
、
実
技

指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
情

報
交
換
は
も
ち
ろ
ん
、
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
も
付
き
合

え
る
友
だ
ち
と
の
出
会
い
も
期

待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
教
室

の
詳
細
は
、「
く
ら
し
と
け
ん

こ
う
（
今
号
は
13
ペ
ー
ジ
）」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
１
５

　

私
は
、「
か
わ
ま
る
音
楽
祭
」

に
向
け
て
、
特
に
縦
指
3
本
の

口
で
歌
う
こ
と
に
気
を
付
け
て

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
歌
詞
を
覚
え
る
こ

と
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、
な
か
な

か
縦
指
3
本
の
口
を
意
識
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
歌
詞
も
覚
え
て
意
識

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
学
年
と
し
て
は
、
ま

だ
全
員
が
縦
指
3
本
の
口
で
歌

え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
先
生

に
、「
耳
の
横
に
手
を
当
て
て

口
の
開
き
方
を
確
か
め
て
ご
ら

ん
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
み
ん
な
で
試
し

て
み
る
と
、
だ
ん
だ
ん
口
も
大

き
く
な
り
、
自
然
に
み
ん
な
の

表
情
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
か
わ
ま
る
音
楽
祭
」
本
番

は
、
指
揮
者
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。み
ん
な
は
、耳
の
横
に
手

を
当
て
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
口

も
大
き
く
、
表
情
よ
く
歌
う
こ

と
が
で
き
て
い
て
、
私
も
自
然

に
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

妊
婦
健
診
は

し
っ
か
り
受
け
よ
う

立岩奈那子さん｜「U－18女子ホッケー日本代表」としてオセアニア杯優勝

　

昨
年
12
月
、
フ
ィ
ジ
ー
共

和
国
で
ホ
ッ
ケ
ー
の
国
際
大

会
「
オ
セ
ア
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、
18
歳

以
下
の
女
子
日
本
代
表
が
、
見

事
大
会
を
制
し
た
。

　

こ
の
大
会
、
主
将
と
し
て
代

表
チ
ー
ム
を
率
い
た
の
は
、
岐

阜
各
務
野
高
校
３
年
の
Ｍ

ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー

Ｆ
・

立
岩
奈
那
子
さ
ん
。「
日
本
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
で
き

た
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、
オ
セ

ア
ニ
ア
各
国
の
代
表
を
相
手

に
、
予
選
・
本
選
と
も
負
け
な

し
の
完
全
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

自
身
も
決
勝
で
２
得
点
を
挙

げ
た
ほ
か
、
体
調
を
崩
し
欠
場

し
た
選
手
に
代
わ
り
、
慣
れ
な

い
Ｄ

デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

Ｆ
で
出
場
す
る
な
ど
攻
守

で
活
躍
。
卓
越
し
た
キ
ー
プ
力

と
正
確
な
パ
ス
で
、
チ
ー
ム
を

優
勝
に
導
い
た
。

　

立
岩
さ
ん
と
ホ
ッ
ケ
ー
と
の

出
会
い
は
、小
学
２
年
に
遡
る
。

小
６
で
全
国
優
勝
、
中
３
で
Ｕ

－

16
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
立

岩
さ
ん
は
、
地
元
の
強
豪
、
岐

阜
各
務
野
高
校
へ
。
１
年
生
の

６
月
に
は
ス
タ
メ
ン
入
り
し
、

順
風
満
帆
だ
っ
た
立
岩
さ
ん

に
、
秋
、
試
練
が
訪
れ
た
。

　

両
足
の
疲
労
骨
折
。
無
理
を

押
し
て
出
場
し
た
国
体
で
は
出

場
時
間
わ
ず
か
５
分
、
ま
っ
た

く
自
分
の
プ
レ
ー
が
で
き
ず

「
も
う
ホ
ッ
ケ
ー
か
ら
離
れ
た

い
」そ
ん
な
思
い
が
よ
ぎ
っ
た
。

　

そ
ん
な
立
岩
さ
ん
を
支
え
た

の
は
、
ず
っ
と
一
緒
に
プ
レ
ー

し
て
き
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
存

在
だ
っ
た
。
仲
間
と
励
ま
し
合

い
、ケ
ガ
や
練
習
を
乗
り
越
え
、

体
と
技
術
を
磨
い
て
き
た
。

　

そ
し
て
今
冬
。
初
め
て
の「
日

本
代
表
主
将
」
と
い
う
重
圧
の

中
、
オ
セ
ア
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
で
優
勝
。
帰
国
後
す
ぐ

に
行
わ
れ
た
「
高
校
選
抜
ホ
ッ

ケ
ー
大
会
」
も
制
し
、
悲
願
の

タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
東
海
学
院

大
学
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
続
け
る
立

岩
さ
ん
。「
い
つ
か
は
さ
く
ら

ジ
ャ
パ
ン
に
」
と
い
う
彼
女
が
、

ま
た
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
日
本
の

強
さ
を
証
明
し
て
く
れ
そ
う
だ
。

TATEIWA Nanako
憧れの選手は、元日本代表主将の
中川未由希選手。勉強では、定期
試験で学年トップを取ったことも。

海外の地で証明した「日本代表の強さ」
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作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

め
ざ
せ
！

　12 月 2日・3日に、各務原特別支援学校で「ひ
ばりフェスティバル 2017」が開催されました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
「空前絶後の絆をつくろう」というスローガンで
行われた、文化祭のステージ発表を撮影しました。
発表には笑いがあり、感動がありと、発表者と観
客が一体となり、スローガンそのものでした。
演技に取り組む生徒の姿勢がすばらしかったです。
多くの皆さんに見ていただきたいと思いました。

各務原の魅力がつまった巨大本

新成人としての決意を新たに 元気な歌声を各務原からお届け

巨大本「かかみがはら散歩」展示

平成 30年成人式 NHKのど自慢

各務原特別支援学校文化祭

　イオンモール各務原・かかみがはら暮らし委員
会・市が共同で製作した地域密着企画。市内のお
気に入りの景色、場所、モノなどを広く募集して、
A1サイズの大きな本にまとめました。
　12 月 22 日には、イオンモール各務原 1階のセ
ンターコートに巨大本が登場。翌日からは、同店
2階のかかみがはらオープンクラスに展示されま
した。親子で一緒に巨大本のページをめくってい
た方は、笑顔で各務原の魅力を満喫していました。

　1月7日、市民会館で平成30年成人式が行われ、
新成人 1225 人が参加しました。式典は、市内 8
中学校の卒業生 16 人が企画、運営。今年のテー
マ「想（おもい）」のもと、思い出のスライドや
合唱で、中学校時代を振り返りました。
　式典に参加した那加桐野町の下野保さんは、「成
人となったので、今後はこれまで以上に人とのつ
ながりを意識し、人間関係や視野を広げたい」と、
新成人としての抱負を話しました。

　「歌で思いを届ける！」をテーマに放送されて
いる人気番組、NHK のど自慢。10 年ぶりに各務
原市が会場となり、12 月 16 日に行われた予選会
には、市内外から応募のあった 971 組の中から
書類選考を通過した 250 組が参加しました。
　翌日には、予選を勝ち抜いた 20 組の皆さんが
本選のステージに登場。出場者は、それぞれの思
いを胸に歌い上げ、元気な歌声を全国のお茶の間
に届けました。　　　　　　　　　　（市民会館）

張
の
面
持
ち
で
立
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ろ
に

は
脇
本
陣
・
野
口
貞
兵
衛
が
同
じ
く
裃
姿
で
、

や
が
て
到
着
す
る
は
ず
の
天
狗
党
の
一
行
を

待
っ
て
い
る
。

　
間
も
な
く
先
頭
の
隊
員
が
赤
坂
神
社
に
現

れ
た
。
物
珍
し
さ
か
ら
近
在
の
百
姓
た
ち
も

噂
を
聞
き
つ
け
て
集
ま
っ
て
来
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
物
陰
に
隠
れ
息
を
殺
し
て
じ
っ
と

し
て
い
る
。
女
子
供
は
い
な
い
。
宿
場
内
に

も
人
影
が
無
く
、
旅は

た
ご籠
の
小
僧
な
ど
も
暖の
れ
ん簾

の
間
か
ら
こ
っ
そ
り
外
を
覗
い
て
い
る
。

「
長
旅
ご
苦
労
に
ご
ざ
る
。
手
前
、
当
宿
の

本
陣
桜
井
吉
兵
衛
で
ご
さ
い
ま
す
」

「
丁
重
な
る
出
迎
え
痛
み
入
る
。
我
ら
天
狗

党
と
申
し
京
ま
で
参
る
所
存
。
手
前
は
武
田

耕
雲
斎
で
ご
ざ
る
。
見
知
り
お
き
下
さ
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
つ
づ
く

15

　
先
々
の
宿
場
で
は
こ
の
よ
う
な
戦
い
の
様

子
が
口
伝
て
で
広
が
り
、
そ
れ
が
針
小
棒

大
に
広
が
り
天
狗
党
の
怖
さ
が
噂
と
し
て
先

走
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
天
狗
党
の
進
軍

は
極
め
て
粛
々
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
宿
場

に
は
宿
泊
代
・
食
事
代
な
ど
を
き
ち
ん
と
支

払
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宿
場
内
で
の
揉
め
事

も
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
武

田
耕
雲
斎
ら
主
導
者
の
統
率
が
極
め
て
厳
し

く
律
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
天
狗
党
が
中
山
道
を
西
上
し
て
、
鵜
沼
宿

に
入
っ
た
の
は
元
治
元
年
十
一
月
二
十
九
日

の
七
ッ
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
季
節
は
晩
秋
か
ら

初
冬
に
移
り
、
す
で
に
太
陽
も
西
に
沈
み
宿

場
に
は
夕
闇
が
訪
れ
か
け
て
い
る
。
う
と
う

峠
を
過
ぎ
て
宿
場
の
東
木
戸
ま
で
来
る
と
、

や
っ
と
道
も
平
坦
に
な
り
左
右
に
家
並
み
が

続
く
。
そ
の
木
戸
口
に
は
裃

か
み
し
も姿
に
威
儀
を
正

し
て
本
陣
の
当
主
・
桜
井
吉
兵
衛
が
や
や
緊

【これまでのあらすじ】元治元年（1864）の秋。水戸で挙兵し、中山道を西上する天狗党が、鵜沼宿に近づいているとの噂が流れ…
※前号に掲載した第14回で、水戸藩主・徳川斉昭の読みがなが「なりあきら」となっていましたが、正しくは「なりあき」でした

　

も
う
す
ぐ
立
春
ら
ら
。
立
春
と
い
え
ば
節
分

ら
ら
。
節
分
と
い
え
ば
豆
ま
き
ら
ら
。
み
ん
な

も
豆
ま
き
し
て
鬼
を
追
い
払
う
ら
ら
。
き
っ
と

い
い
春
が
や
っ
て
く
る
ら
ら
。
春
は
ら
ら
ら
の

季
節
だ
か
ら
楽
し
み
ら
ら
～
♪

　

ら
ら
ら
に
年
賀
状
を
送
っ
て
く
れ
た
み
ん

な
、
あ
り
が
と
う
ら
ら
。
こ
の
前
、
ら
ら
ら
は

成
人
式
に
行
っ
て
き
た
ら
ら
。
か
っ
こ
い
い
お

兄
さ
ん
や
き
れ
い
な
お
姉
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
ら
ら
。
こ
れ
か
ら
の
各
務
原
市
を
新
成

人
の
み
ん
な
も
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
ら
ら
。

　

ら
ら
ら
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ス
タ
ン
プ
で
も
各

務
原
を
盛
り
上
げ
て
る
ら
ら
。
み
ん
な
も
使
っ

て
ほ
し
い
ら
ら
。

詳
細　

観
光
交
流
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
９

９
２
５

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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写真
「ふっくら
エナガ」

写真を始めたのは若いころ。6年ほど前、偶然出会った

カワセミの美しさに惹かれ、鳥の写真を撮り始めました。

休日には、夫婦で新境川や河川環境楽園などを訪れ、鳥

たちの姿を写真に収めています。鳥の魅力は、その愛ら

しい姿やしぐさ、鳴き声。いつかは北海道で、妻の大好

きな「シマエナガ」の写真を撮りたいですね。 佐藤隆夫さん
（三井町）

CITY
GALLERY

鳥たちの愛らしい姿に魅せられて

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

兄妹仲良く、家族4人でたくさん笑って過ご

そうね★

（民雄さん・輝子さん、鵜沼南町）

泣いたり笑ったり怒ったり、毎日大騒ぎ！3

人元気いっぱい、たくましく大きくなってね。

（一挙さん・美和さん、緑苑南）

杉浦 凜
り み

美ちゃん（H24.1.21 生）

　　 雄
ゆ う

紀
き

ちゃん（H26.7.6 生）

　　 一
い ち

路
ろ

ちゃん（H29.4.4 生）

加藤 蓮
れん

大
た

ちゃん（H28.1.9 生）

　　 優
ゆ わ

和ちゃん（H29.4.14 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8081 人（男　7万 3180 人・女　7万 4901 人）

世帯｜ 5万 8800 世帯　　　　　平成 30 年 1月 1日現在

広
報
各
務
原
　
Vol.1314

平
成
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年
2
月
1
日
号

編
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発
行
　
｜
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務
原
市
市
長
公
室
広
報
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〒
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岐
阜
県
各
務
原
市
那
加
桜
町
1-69

電
話
｜
058-383-1111（

代
表
）　
　
　
FAX

｜
058-389-1234

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
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ト
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w
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igahara.lg.jp
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